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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示領域と該表示領域の４辺を取り囲む第１、第２、第３、及び第４周辺領域とを含む
表示装置において、
　前記表示領域で横方向に延長されて形成されるゲートライン、前記表示領域で該ゲート
ラインを絶縁させるゲート絶縁膜上に縦方向に延長されて形成されるデータライン、及び
該ゲートラインの第１端部と隣接した前記第１周辺領域に形成されるゲート駆動回路部を
含む表示基板と、
　前記表示基板と対向する対向基板と、
　前記表示基板と対向基板との間に配置される液晶層と、
　前記ゲートラインの前記第１端部に対して反対側の第２端部と隣接した前記第２周辺領
域で前記表示基板に配置されて前記データラインを駆動して前記ゲート駆動回路部にゲー
ト制御信号を印加し前記対向基板に共通電圧を印加する駆動チップと、を備えることを特
徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記表示基板は、
　前記データラインの第１端部と隣接した前記第３周辺領域に形成され、前記データライ
ンのうち、偶数番目のデータラインと前記駆動チップとを連結する第１データ信号印加線
と、
　前記データラインの前記第１端部に対して反対側の第２端部と隣接した前記第４周辺領
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域に形成され、前記データラインのうち、奇数番目のデータラインと前記駆動チップとを
連結する第２データ信号印加線と、を含むことを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１データ信号印加線は、
　ｎ－２（ｎは４の倍数）番目のデータラインと連結される第１偶数信号印加線と、
　ｎ番目のデータラインと連結される第２偶数信号印加線と、を含むことを特徴とする請
求項２記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１偶数信号印加線と前記第２偶数信号印加線とは、前記ゲート絶縁膜を挟んで互
いに異なる層に形成されることを特徴とする請求項３記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第２データ信号印加線は、
　ｎ－３（ｎは４の倍数）番目のデータラインと連結される第１奇数信号印加線と、
　ｎ－１番目のデータラインと連結される第２奇数信号印加線と、を含むことを特徴とす
る請求項２記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１奇数信号印加線と前記第２奇数信号印加線とは、前記ゲート絶縁膜を挟んで互
いに異なる層に形成されることを特徴とする請求項５記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第１偶数信号印加線及び前記第１奇数信号印加線は前記ゲートラインと同じ層に形
成され、前記第２偶数信号印加線及び前記第２奇数信号印加線は前記データラインと同じ
層に形成されることを特徴とする請求項６記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第１偶数信号印加線及び前記第１奇数信号印加線は前記ゲートラインと同じ第１金
属で形成され、前記第２偶数信号印加線及び前記第２奇数信号印加線は前記データライン
と同じ第２金属で形成され、前記第１偶数信号印加線及び前記第１奇数信号印加線と前記
第２偶数信号印加線及び前記第２奇数信号印加線とは、前記第１金属と前記第２金属との
間の比抵抗比率に比例する線幅に形成されることを特徴とする請求項７記載の表示装置。
【請求項９】
　前記ゲート駆動回路部は、多数の駆動トランジスタで構成されたシフトレジスタを含む
ことを特徴とする請求項２記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記表示基板は、前記第３周辺領域及び第４周辺領域のうち、少なくとも１つの領域を
経て前記駆動チップと前記ゲート駆動回路部を連結するゲート信号印加線を含むことを特
徴とする請求項９記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記ゲート信号印加線は、前記第１データ信号印加線又は前記第２データ信号印加線の
外郭に形成されることを特徴とする請求項１０記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記駆動チップは、前記ゲートラインの配列方向に沿って配列され各種出力信号を出力
する出力パッドを含むことを特徴とする請求項１１記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記出力パッドは、
　中央に位置して前記共通電圧を出力する共通電圧パッドと、
　前記共通電圧パッドを基準として前記第３周辺領域方向に配列され、前記第１データ信
号印加線と連結される第１データ信号パッドと、
　前記共通電圧パッドを基準として前記第４周辺領域方向に配列され、前記第２データ信
号印加線と連結される第２データ信号パッドと、
　前記第１及び第２データ信号パッドの外郭に配列され、前記ゲート信号印加線と連結さ
れるゲート信号パッドと、を含むことを特徴とする請求項１２記載の表示装置。



(3) JP 5294376 B2 2013.9.18

10

20

30

40

50

【請求項１４】
　前記表示基板は、前記対向基板と電気的に連結されるショートポイントを含み、
　前記ショートポイントは、前記第２周辺領域で前記第１データ信号印加線と前記第２デ
ータ信号印加線との間に形成され前記共通電圧パッドと連結されることを特徴とする請求
項１３記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記対向基板は、前記第１、第２、第３、及び第４周辺領域に形成される遮光膜を含み
、前記ゲート駆動回路部は、前記遮光膜によってカバーされることを特徴とする請求項２
記載の表示装置。
【請求項１６】
　前記表示基板と前記対向基板との間のエッジに形成され、外部光によって硬化するシー
ルラインを更に含むことを特徴とする請求項１５記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記シールラインに対応する前記遮光膜は除去されることを特徴とする請求項１６記載
の表示装置。
【請求項１８】
　前記シールラインに対応する前記遮光膜には、露光のためのスリットが形成されること
を特徴とする請求項１６記載の表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置に関し、より詳細には、表示領域を基準として上側及び下側の周辺領
域の面積を最小化させることができる表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、表示装置は、ゲートライン及びデータラインが互いに交差されるように形成さ
れ多数の画素を定義する表示基板と、液晶表示装置の場合は液晶を挟んで表示基板と対向
する対向基板と、表示装置を駆動させるために表示基板に結合される駆動チップを含む。
【０００３】
　従来の表示装置は、駆動チップがデータラインの端部に対応して表示基板の上側又は下
側に配置されるので、表示装置の上下の長さが増加する構造を有するという問題点がある
。
【０００４】
　しかし、最近、デジタルスチルカメラ（ＤＳＣ）等の製品では、画面のそばに機器操作
ボタンが位置するデザインが採用されることにより、表示画面も上下に狭い構造を有する
製品に対応する表示装置の要求が増加している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、本発明は、上記従来の表示装置の問題点に鑑みてなされたもので、本発明の目
的は、表示領域を基準として上側及び下側の周辺領域の面積を最小化させることができる
表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一特徴による表示装置は、表示領域と該表
示領域の４辺を取り囲む第１、第２、第３、及び第４周辺領域とを含む。前記表示装置は
、表示基板、対向基板、及び駆動チップを含む。前記表示基板は、前記表示領域で横方向
に延長されて形成されるゲートライン、前記表示領域で該ゲートラインを絶縁させるゲー
ト絶縁膜上に縦方向に延長されて形成されるデータライン、及び該ゲートラインの第１端
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部と隣接した前記第１周辺領域に形成されるゲート駆動回路部を含む。前記対向基板は、
液晶を挟んで前記表示基板と対向する。前記駆動チップは、前記ゲートラインの前記第１
端部に対して反対側の第２端部と隣接した前記第２周辺領域で前記表示基板に配置されて
前記データラインを駆動して前記ゲート駆動回路部にゲート制御信号を印加し前記対向基
板に共通電圧を印加する。
 
【０００７】
　前記表示基板は、第１データ信号印加線及び第２データ信号印加線を含む。前記第１デ
ータ信号印加線は、前記データラインの第１端部と隣接した前記第３周辺領域に形成され
、前記データラインのうち、偶数番目のデータラインと前記駆動チップとを連結する。前
記第２データ信号印加線は、前記データラインの前記第１端部に対して反対側の第２端部
と隣接した前記第４周辺領域に形成され、前記データラインのうち、奇数番目のデータラ
インと前記駆動チップとを連結する。
【０００８】
　前記第１データ信号印加線は、ｎ－２番目のデータラインと連結される第１偶数信号印
加線、及びｎ番目のデータラインと連結される第２偶数信号印加線を含む。ここで、ｎは
４の倍数である。前記第１偶数信号印加線と前記第２偶数信号印加線とは、前記ゲート絶
縁膜を挟んで互いに異なる層に形成される。
【０００９】
　前記第２データ信号印加線は、ｎ－３番目のデータラインと連結される第１奇数信号印
加線、及びｎ－１番目のデータラインと連結される第２奇数信号印加線を含む。前記第１
奇数信号印加線と前記第２奇数信号印加線とは、前記ゲート絶縁膜を挟んで互いに異なる
層に形成される。
【００１０】
　前記第１偶数信号印加線及び前記第１奇数信号印加線は前記ゲートラインと同じ層に形
成され、前記第２偶数信号印加線及び前記第２奇数信号印加線は前記データラインと同じ
層に形成され得る。
【００１１】
　前記第１偶数信号印加線及び前記第１奇数信号印加線は前記ゲートラインと同じ第１金
属で形成され、前記第２偶数信号印加線及び前記第２奇数信号印加線は前記データライン
と同じ第２金属で形成され得る。その際、前記第１偶数信号印加線及び前記第１奇数信号
印加線と前記第２偶数信号印加線及び前記第２奇数信号印加線とは、前記第１金属と前記
第２金属間との比抵抗比率に比例する線幅に形成され得る。
【００１２】
　前記ゲート駆動回路部は、多数の駆動トランジスタで構成されたシフトレジスタを含む
ことができる。
【００１３】
　前記表示基板は、前記第３周辺領域及び第４周辺領域のうち、少なくとも１つの領域を
経て前記駆動チップと前記ゲート駆動回路部を連結するゲート信号印加線を含むことがで
きる。前記ゲート信号印加線は、前記第１データ信号印加線又は前記第２データ信号印加
線の外郭に形成され得る。
【００１４】
　前記駆動チップは、前記ゲートラインの配列方向に沿って配列され各種出力信号を出力
する出力パッドを含む。前記出力パッドは、中央に位置して共通電圧を出力する共通電圧
パッド、前記共通電圧パッドを基準として前記第３周辺領域方向に配列され、前記第１デ
ータ信号印加線と連結される第１データ信号パッド、前記共通電圧パッドを基準として前
記第４周辺領域方向に配列され、前記第２データ信号印加線と連結される第２データ信号
パッド、及び前記第１及び第２データ信号パッドの外郭に配列され、前記ゲート信号印加
線と連結されるゲート信号パッドを含むことができる。
【００１５】
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　前記表示基板は、前記対向基板と電気的に連結されるショートポイントを含む。前記シ
ョートポイントは、前記第２周辺領域で前記第１データ信号印加線と前記第２データ信号
印加線との間に形成され前記共通電圧パッドと連結され得る。
【００１６】
　前記対向基板は、前記第１、第２、第３、及び第４周辺領域に形成される遮光膜を含む
。その際、前記ゲート駆動回路部は、前記遮光膜によってカバーされる。
【００１７】
　前記表示装置は、前記表示基板と前記対向基板との間のエッジに形成され、前記対向基
板方向から入射される外部光によって硬化するシールラインを更に含む。前記シールライ
ンに対応する前記遮光膜は除去され得る。これと異なり、前記シールラインに対応する前
記遮光膜には、露光のためのスリットが形成され得る。
【発明の効果】
【００１８】
　このような表示装置によれば、表示領域を基準として上側及び下側に位置する第３及び
第４周辺領域の面積を最小化させることができる。即ち、駆動回路や駆動チップを表示領
域の左側又は右側に配置することにより、表示領域の上側又は下側の幅を減少させること
ができる。
　又、データラインと連結されるデータ信号印加線を表示領域の上側及び下側に偶数番目
及び奇数番目に分けて配置し、ゲート絶縁膜を挟んで互いに異なる層に交互に形成するこ
とにより、表示領域の上側及び下側の幅を最小化させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の表示装置を実施するための最良の形態の具体例を、図面を参照しながら
詳細に説明する。
【００２０】
　図１は、本発明の一実施例による表示装置を示す斜視図であり、図２は、図１に示した
表示基板の平面図である。
【００２１】
　図１及び図２を参照すると、本発明の一実施例による表示装置１００は、表示基板２０
０、液晶を挟んで表示基板２００と対向する対向基板３００、及び表示基板２００に配置
される駆動チップ４００を含む。表示装置１００は、図２に示すように、実質的に画像を
表示する表示領域ＤＡと表示領域ＤＡの４辺を取り囲む第１、第２、第３、及び第４周辺
領域ＰＡ１、ＰＡ２、ＰＡ３、ＰＡ４を含む。
【００２２】
　表示基板２００は、表示領域ＤＡで横方向に延長されるように形成されるゲートライン
ＧＬと表示領域ＤＡで縦方向に延長されるように形成されるデータラインＤＬを含む。デ
ータラインＤＬは、ゲートラインＧＬを絶縁させるゲート絶縁膜（図示せず）上に形成さ
れゲートラインＧＬと絶縁される。
【００２３】
　図示していないが、ゲートラインＧＬとデータラインＤＬが交差する領域には、ゲート
ラインＧＬ及びデータラインＤＬと連結される薄膜トランジスタ（以下、ＴＦＴと称する
）が形成できる。ＴＦＴのゲート端子及びソース端子には、それぞれゲートラインＧＬ及
びデータラインＤＬが連結され、ドレイン端子には画素電極が連結されている。従って、
ゲートラインＧＬを通じてＴＦＴのゲート端子にゲート信号が印加されると、ＴＦＴがタ
ーンオンし、データラインＤＬを通じてＴＦＴのソース端子に印加されたデータ信号がド
レイン端子を通じて画素電極に印加される。
【００２４】
　一方、表示装置１００の第１周辺領域ＰＡ１は、ゲートラインＧＬの第１端部と隣接し
た領域であり、第２周辺領域ＰＡ２はゲートラインＧＬの第１端部の反対側である第２端
部と隣接した領域である。又、表示装置１００の第３周辺領域ＰＡ３はデータラインＤＬ
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の第１端部と隣接した領域であり、第４周辺領域ＰＡ４はデータラインＤＬの第１端部の
反対側である第２端部と隣接した領域である。従って、表示領域ＤＡは、第１、第２、第
３、及び第４周辺領域ＰＡ１、ＰＡ２、ＰＡ３、ＰＡ４によって取り囲まれた構造を有す
る。
【００２５】
　表示基板２００は、第１周辺領域ＰＡ１に形成されるゲート駆動回路部２１０を含むこ
とができる。ゲート駆動回路部２１０は、多数の駆動トランジスタで構成されたシフトレ
ジスタを含む。ゲート駆動回路部２１０は、ゲートラインＧＬ、データラインＤＬ、及び
薄膜トランジスタを形成する薄膜工程によって同時に形成できる。ゲート駆動回路部２１
０は、駆動チップ４００から印加されるゲート制御信号に反応してゲートラインＧＬにゲ
ート信号を順次に出力する。
【００２６】
　駆動チップ４００は、表示基板２００の第２周辺領域ＰＡ２に配置される。このように
、駆動チップ４００を表示基板２００の右側に該当する第２周辺領域ＰＡ２に配置するこ
とにより、表示基板２００の上側又は下側に該当する第３周辺領域ＰＡ３又は第４周辺領
域ＰＡ４の面積を減少させることができる。一方、表示装置１００は、駆動チップ４００
が第１周辺領域ＰＡ１に配置され、ゲート駆動回路部２１０が第２周辺領域ＰＡ２に形成
された構造を有することもできる。
【００２７】
　駆動チップ４００は、外部から入力される各種制御信号に反応して表示装置１００を駆
動させるための各種出力信号を出力する。例えば、駆動チップ４００は、データラインＤ
Ｌに印加されるデータ信号、ゲート駆動回路部２１０に印加されるゲート制御信号、及び
対向基板３００に印加される共通電圧等を出力する。
【００２８】
　表示基板２００は、駆動チップ４００から出力されるデータ信号をデータラインＤＬに
印加するための第１データ信号印加線ＤＳ１及び第２データ信号印加線ＤＳ２を含む。
【００２９】
　図３は、図２に示した第１及び第２データ信号印加線を示す図であり、図４は、図３の
Ｉ－Ｉ’に沿って切断した断面図である。
【００３０】
　図２、図３、及び図４を参照すると、第１データ信号印加線ＤＳ１は、データラインＤ
Ｌの第１端部と隣接した第３周辺領域ＰＡ３に形成される。第１データ信号印加線ＤＳ１
は、データラインＤＬのうち、偶数番目のデータラインＤＬと駆動チップ４００を連結す
る。
【００３１】
　第１データ信号印加線ＤＳ１は、偶数番目のデータラインＤＬのうち、ｎ－２番目のデ
ータラインＤＬｎ－２と連結される第１偶数信号印加線２２２及びｎ番目のデータライン
ＤＬｎと連結される第２偶数信号印加線２２４を含む。ここで、ｎは４以上の整数で４の
倍数である。
【００３２】
　第１偶数信号印加線２２２は、表示基板２００のベース基板上に形成され、ゲート絶縁
膜２２３が、第１偶数信号印加線２２２が形成されたベース基板上に形成され、第２偶数
信号印加線２２４がゲート絶縁膜２２３上に形成される。或いは、第２偶数信号印加線２
２４が表示基板２００のベース基板上に形成され、ゲート絶縁膜２２３が、第２偶数信号
印加線２２４が形成されたベース基板上に形成され、第１偶数信号印加線２２２がゲート
絶縁膜２２３上に形成されるようにすることもできる。
　例えば、第１偶数信号印加線２２２は、ゲートラインＧＬを形成する工程を通じてベー
ス基板２２１上に形成され、第１偶数信号印加線２２２が形成されたベース基板２２１上
に第１偶数信号印加線２２２を覆うゲート絶縁膜２２３が形成され、ゲート絶縁膜２２３
上に第２偶数信号印加線２２４がデータラインＤＬを形成する工程を通じて形成される。
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第２偶数信号印加線２２４は、保護膜及び有機絶縁膜２２５で覆うことができる。一方、
他の実施例として、第１偶数信号印加線２２２は、データラインＤＬを形成する工程を通
じて形成でき、第２偶数信号印加線２２４はゲートラインＧＬを形成する工程を通じて形
成できる。
【００３３】
　このように、ゲート絶縁膜２２３を第１偶数信号印加線２２２と第２偶数信号印加線２
２４との間に形成すると、第１偶数信号印加線２２２と第２偶数信号印加線２２４との間
の距離を減少させることができるので、第３周辺領域ＰＡ３の幅を減少させることができ
る。
【００３４】
　第１偶数信号印加線２２２と第２偶数信号印加線２２４をある程度重なるように形成す
ると、第３周辺領域ＰＡ３の幅をより減少させることができる。しかし、第１偶数信号印
加線２２２と第２偶数信号印加線２２４が過度に重なると、第１偶数信号印加線２２２と
第２偶数信号印加線２２４との間に形成される寄生キャパシタによって信号の歪が発生す
るおそれがあるので、信号の歪が発生しない範囲内で第１偶数信号印加線２２２と第２偶
数信号印加線２２４間の距離を決定することが好ましい。
【００３５】
　第２データ信号印加線ＤＳ２は、データラインＤＬの第１端部の反対側である第２端部
と隣接した第４周辺領域ＰＡ４に形成される。第２データ信号印加線ＤＳ２は、データラ
インＤＬのうち、奇数番目のデータラインＤＬと駆動チップ４００を連結する。
【００３６】
　第２データ信号印加線ＤＳ２は、奇数番目のデータラインＤＬのうち、ｎ－３番目のデ
ータラインＤＬｎ－３と連結される第１奇数信号印加線２３２及びｎ－１番目のデータラ
インＤＬｎ－１と連結される第２奇数信号印加線２３４を含む。
【００３７】
　第１奇数信号印加線２３２は、表示基板２００のベース基板２２１上に形成され、第１
奇数信号印加線２３２が形成されたベース基板２２１上にゲート絶縁膜２２３が形成され
、ゲート絶縁膜２２３上に第２奇数信号印加線２３４が形成される。他の実施例として、
第２奇数信号印加線２３４が表示基板２００のベース基板２２１上に形成されるようにす
ることができ、第２奇数信号印加線２３４が形成されたベース基板２１１上にゲート絶縁
膜２２３が形成され、ゲート絶縁膜２２３上に第１奇数信号印加線２３２が形成されるよ
うにすることもできる。
　例えば、第１奇数信号印加線２３２は、ゲートラインＧＬを形成する工程を通じて形成
され、第２奇数信号印加線２３４はデータラインＤＬを形成する工程を通じて形成される
。一方、第１奇数信号印加線２３２は、データラインＤＬを形成する工程を通じて形成さ
れ、第２奇数信号印加線２３４はゲートラインＧＬを形成する工程を通じて形成されるよ
うにすることができる。
【００３８】
このように、ゲート絶縁膜２２３を第１奇数信号印加線２３２と第２奇数信号印加線２３
４との間に形成すると、第１奇数信号印加線２３２と第２奇数信号印加線２３４との間の
距離を減少させることができるので、第４周辺領域ＰＡ４の幅を減少させることができる
。
【００３９】
　第１偶数信号印加線２２２及び第１奇数信号印加線２３２は、ゲートラインＧＬを形成
する工程を通じてゲートラインＧＬと同じ第１金属で形成され、第２偶数信号印加線２２
４及び第２奇数信号印加線２３４は、データラインＤＬを形成する工程を通じてデータラ
インＤＬと同じ第２金属で形成されるようにすることができる。
【００４０】
　第１偶数信号印加線２２２及び第１奇数信号印加線２３２を形成する第１金属と第２偶
数信号印加線２２４及び第２奇数信号印加線２３４を形成する第２金属が他の材質で形成
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される場合、抵抗値の差異を発生することがある。従って、第１金属と第２金属との間の
比抵抗比率に比例するように、第１偶数信号印加線２２２及び第１奇数信号印加線２３２
と第２偶数信号印加線２２４及び第２奇数信号印加線２３４の線幅を形成することにより
、抵抗値の差異を補償することができる。例えば、第１金属は比抵抗が４．５であるＡｌ
Ｎｄ／Ｃｒで形成され、第２金属は比抵抗が１２であるＭｏで形成された場合、第１偶数
信号印加線２２２及び第１奇数信号印加線２３２と第２偶数信号印加線２２４及び第２奇
数信号印加線２３４は、第１金属と第２金属との間の比抵抗比率に比例して、約３：８比
率の線幅に形成されることが好ましい。
【００４１】
　一方、第１偶数信号印加線２２２及び第１奇数信号印加線２３２は、データラインＤＬ
と、ゲート絶縁膜２２３を挟んで互いに異なる層に形成されるので、第１偶数信号印加線
２２２とｎ－２番目のデータラインＤＬｎ－２及び第１奇数信号印加線２３２とｎ－３番
目のデータラインＤＬｎ－３を連結するための連結部２２８が必要である。
【００４２】
　図５は、第１偶数信号印加線とｎ－２番目のデータラインを連結する連結部の一実施例
を示す断面図である。
【００４３】
　図５を参照すると、第１偶数信号印加線２２２は、ゲート絶縁膜２２３の下部層に形成
され、ｎ－２番目のデータラインＤＬｎ－２はゲート絶縁膜２２３の上部層に形成されて
いる。その際、連結部２２８は、第１偶数信号印加線２２２とｎ－２番目のデータライン
ＤＬｎ－２の直接接触を通じて形成される。即ち、ｎ－２番目のデータラインＤＬｎ－２

はゲート絶縁膜２２３に形成されたコンタクトホールを通じて第１偶数信号印加線２２２
と直接接触する。
【００４４】
　図６は、第１偶数信号印加線とｎ－２番目のデータラインを連結する連結部の他の実施
例を示す断面図である。
【００４５】
　図６を参照すると、連結部２２８は、第１偶数信号印加線２２２とｎ－２番目のデータ
ラインＤＬｎ－２を連結するブリッジ電極２２６を通じて形成される。即ち、ブリッジ電
極２２６の一端は、有機膜２２５及びゲート絶縁膜２２３に形成されたコンタクトホール
を通じて第１偶数信号印加線２２２と接触し、ブリッジ電極２２６の他端は有機膜２２５
に形成されたコンタクトホールを通じてｎ－２番目のデータラインＤＬｎ－２と接触する
。例えば、ブリッジ電極２２６は、インジウムティンオキサイド（ＩＴＯ）で形成される
。
【００４６】
　第１奇数信号印加線２３２とｎ－３番目のデータラインＤＬｎ－３の連結構造は、上述
した第１偶数信号印加線２２２とｎ－２番目のデータラインＤＬｎ－２の連結構造と同じ
なので、これについての説明は省略する。
【００４７】
　表示装置１００は、図２及び図３に示すように、第１データ信号印加線ＤＳ１が第３周
辺領域ＰＡ３に形成され、第２データ信号印加線ＤＳ２が第４周辺領域ＰＡ４に形成され
た構造を有するが、これと異なり、第１データ信号印加線ＤＳ１が第４周辺領域ＰＡ４に
形成され第２データ信号印加線ＤＳ２が第３周辺領域ＰＡ３に形成された構造を有するこ
ともできる。
【００４８】
　再び図２を参照して説明すると、表示基板２００は、第１周辺領域ＰＡ１に形成された
ゲート駆動回路部２１０と第２周辺領域ＰＡ２に配置された駆動チップ４００を連結する
ためのゲート信号印加線ＧＳを含む。
【００４９】
　ゲート信号印加線ＧＳは、第３周辺領域ＰＡ３及び第４周辺領域ＰＡ４のうち、少なく
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とも１つの領域を経て駆動チップ４００とゲート駆動回路部２１０を連結する。第３周辺
領域ＰＡ３を経るゲート信号印加線ＧＳは第１データ信号印加線ＤＳ１との交差を防止す
るために、第１データ信号印加線ＤＳ１の外郭に形成され、第４周辺領域ＰＡ４を経るゲ
ート信号印加線ＧＳは、第２データ信号印加線ＤＳ２との交差を防止するために、第２デ
ータ信号印加線ＤＳ２の外郭に形成される。ゲート信号印加線ＧＳは、第３周辺領域ＰＡ
３又は第４周辺領域ＰＡ４の幅を減少させるために、第１データ信号印加線ＤＳ１又は第
２データ信号印加線ＤＳ２と最大限近接するように形成されることが好ましい。
【００５０】
　駆動チップ４００から出力されるゲート制御信号は、ゲート信号印加線ＧＳを通じてゲ
ート駆動回路部２１０に印加される。例えば、ゲート信号印加線ＧＳは、ゲート駆動回路
部２１０のシフトレジスタの動作を開始させる動作開始信号が伝送される動作開始信号線
、互いに位相が反対である第１及び第２クロック信号を伝送する第１及び第２クロック信
号線、ゲートラインＧＬに連結された薄膜トランジスタの駆動を遮断するゲートオフ信号
を伝送するゲートオフ信号線等を含むことができる。
【００５１】
　図７は、図２に示した駆動チップのパッド構造を示す平面図である。
【００５２】
　図２及び図７を参照すると、駆動チップ４００は、表示基板２００と連結される面に形
成された入力パッドＩＰ及び出力パッドＯＰを含む。駆動チップ４００は、入力パッドＩ
Ｐを通じて外部から入力される各種制御信号に反応して表示装置１００を駆動させるため
の各種出力信号を、出力パッドＯＰを通じて出力する。例えば、駆動チップ４００は、デ
ータラインＤＬに印加されるデータ信号、ゲート駆動回路部２１０に印加されるゲート制
御信号及び対向基板３００に印加される共通電圧等を出力する。
【００５３】
　出力パッドＯＰは、ゲートラインＧＬの配列方向に沿って一例に配列される。これと異
なり、出力パッドＯＰは、ゲートラインＧＬの配列方向に沿って千鳥形態の複数の列に配
列されるようにすることもできる。
【００５４】
　出力パッドＯＰは、共通電圧パッド４１０、第１データ信号パッド４２０、第２データ
信号パッド４３０、及びゲート信号パッド４４０を含む。
【００５５】
　共通電圧パッド４１０は、出力パッドＯＰのうち、中央に位置する。共通電圧パッド４
１０は、対向基板３００（図１に示す）に形成された共通電極に印加される共通電圧Ｖｃ
ｏｍを出力する。
【００５６】
　第１データ信号パッド４２０は、共通電圧パッド４１０を基準として一側方向に配列さ
れる。例えば、第１データ信号パッド４２０は、共通電圧パッド４１０を基準として第３
周辺領域ＰＡ３方向に配列される。第１データ信号パッド４２０は、第１データ信号印加
線ＤＳ１と連結される。第１データ信号パッド４２０を通じて出力されるデータ信号は第
１データ信号印加線ＤＳ１を経て偶数番目のデータラインＤＬに印加される。
【００５７】
　第２データ信号パッド４３０は、共通電圧パッド４１０を基準として第１データ信号パ
ッド４２０の反対側方向に配列される。例えば、第２データ信号パッド４３０は、共通電
圧パッド４１０を基準として第４周辺領域ＰＡ４方向に配列される。第２データ信号パッ
ド４３０は、第２データ信号印加線ＤＳ２と連結される。第２データ信号パッド４３０を
通じて出力されるデータ信号は、第２データ信号印加線ＤＳ２を経て奇数番目のデータラ
インＤＬに印加される。
【００５８】
　ゲート信号パッド４４０は、第１及び第２データ信号パッド４２０、４３０の外郭にそ
れぞれ配列される。ゲート信号パッド４４０は、ゲート信号印加線ＧＳと連結される。ゲ
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ート信号パッド４４０を通じて出力されるゲート制御信号は、ゲート信号印加線ＧＳを経
てゲート駆動回路部２１０に印加される。
【００５９】
　ゲート信号パッド４４０は、動作開始信号を出力する第１パッド４４１、第１及び第２
クロック信号を出力する第２及び第３パッド４４２、４４３、及びゲートオフ信号を出力
する第４パッド４４４を含むことができる。ゲート信号パッド４００の腐食を防止するた
めに、ゲートオフ信号を出力する第４パッド４４４は最も外側に位置させ、動作開始信号
を出力する第１パッド４４１は最も内側に位置させることが好ましい。
【００６０】
　表示基板２００は、対向基板３００と電気的に連結されるショートポイント２４０を含
むことができる。
【００６１】
　図８は、図２のショートポイント部分を拡大したＡ部分の拡大図である。
【００６２】
　図２及び図８を参照すると、ショートポイント２４０は、第２周辺領域ＰＡ２で第１デ
ータ信号印加線ＤＳ１と第２データ信号印加線ＤＳ２との間に形成され、駆動チップ４０
０の共通電圧パッド４１０と連結される。
【００６３】
　具体的に、第１データ信号印加線ＤＳ１は、第３周辺領域ＰＡ３方向に曲げられて延長
され、第２データ信号印加線ＤＳ２は第４周辺領域ＰＡ４方向に曲げられて延長されるの
で、第１データ信号印加線ＤＳ１と第２データ信号印加線ＤＳ２が分けられる領域にはシ
ョートポイント２４０を形成するのに充分な空間が形成される。このように第１データ信
号印加線ＤＳ１と第２データ信号印加線ＤＳ２との間に形成される領域の空間にショート
ポイント２４０を形成すると、共通電圧パッド４１０との連結経路を最大限短縮させるこ
とができ、空間活用の効率を向上させることができる。
【００６４】
　共通電圧パッド４１０を通じて出力される共通電圧は、ショートポイント２４０を経て
対向基板３００の共通電極に印加される。
【００６５】
　一方、駆動チップ４００と隣接したデータラインＤＬと連結される第１及び第２データ
信号印加線ＤＳ１、ＤＳ２は、第１及び第２データ信号印加線ＤＳ１、ＤＳ２間に形成さ
れる領域の空間を利用して曲げられた構造に形成することにより、駆動チップ４００と相
対的に離れた位置に形成されたデータラインＤＬと連結される第１及び第２データ信号印
加線ＤＳ１、ＤＳ２との長さを類似に形成して抵抗差異を減少させることができる。
【００６６】
　図９は、図１に示した表示装置の平面図であり、図１０は、図９のＩＩ－ＩＩ’に沿っ
て切断した表示装置の断面図である。
【００６７】
　図２、図９、及び図１０を参照すると、表示装置１００は、表示基板２００と対向基板
３００とを結合させるシールライン３１０を含む。シールライン３１０は、表示基板２０
０と対向基板３００との間のエッジに形成され、表示基板２００と対向基板３００との間
に配置される液晶（図示せず）の離脱を遮断する。
【００６８】
　シールライン３１０は、紫外線等の外部光によって硬化する光硬化性樹脂からなる。第
１、第２、第３、及び第４周辺領域ＰＡ１、ＰＡ２、ＰＡ３、ＰＡ４に対応して表示基板
２００には第１及び第２データ信号印加線ＤＳ１、ＤＳ２とゲート信号印加線ＧＳ等の多
くの信号線が緻密に形成されているので、表示基板２００方向から外部光を照射する背面
露光方式ではシールライン３１０を完全に露光させるのに困難を生じることがある。従っ
て、対向基板３００方向から外部光を照射する正面露光方式を通じてシールライン３１０
を硬化させる必要がある。
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【００６９】
　対向基板３００は、第１、第２、第３、及び第４周辺領域ＰＡ１、ＰＡ２、ＰＡ３、Ｐ
Ａ４に形成される遮光膜３２０を含む。遮光膜３２０は、表示領域ＤＡと異なり、第１、
第２、第３、及び第４周辺領域ＰＡ１、ＰＡ２、ＰＡ３、ＰＡ４に光が透過することを遮
断する。
【００７０】
　表示基板２００の第１周辺領域ＰＡ１には、多数の駆動トランジスタで構成されたゲー
ト駆動回路部２１０が形成されているので、正面露光を通じた外部光によって駆動トラン
ジスタの性能に異常が発生することがある。従って、ゲート駆動回路部２１０を遮光膜３
２０によってカバーするように遮光膜３２０の下部に形成することで、ゲート駆動回路部
２１０が外部光に露出されることを防止することができる。
【００７１】
　一方、シールライン３１０の正面露光のために、シールライン３１０に対応する遮光膜
３２０は除去され得る。遮光膜３２０がシールライン３１０を覆っている場合、対向基板
３００方向から入射する外部光がシールライン３１０を露光させることができないので、
遮光膜３２０の一部を除去することで円滑にシールライン３１０を露光させることができ
る。
【００７２】
　図１１は、図１０に示した遮光膜の他の実施例を示す断面図である。
【００７３】
　図１１に示すように、遮光膜３３０は、シールライン３１０の露光のためにシールライ
ン３１０に対応する領域に形成されたスリット３３２を含むことができる。シールライン
３１０は、対向基板３００方向からスリット３３２を通じて入射する外部光によって硬化
される。
【００７４】
　以上、本発明の実施例によって詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発明
が属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の技術的範囲内で、本
発明を修正または変更できる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の一実施例による表示装置を示す斜視図である。
【図２】図１に示した表示基板の平面図である。
【図３】図２に示した第１及び第２データ信号印加線を示す図である。
【図４】図３のＩ－Ｉ’に沿って切断した断面図である。
【図５】第１偶数信号印加線とｎ－２番目のデータラインを連結する連結部の一実施例を
示す断面図である。
【図６】第１偶数信号印加線とｎ－２番目のデータラインを連結する連結部の他の実施例
を示す断面図である。
【図７】図２に示した駆動チップのパッド構造を示す平面図である。
【図８】図２のショートポイント部分を拡大したＡ部分の拡大図である。
【図９】図１に示した表示装置の平面図である。
【図１０】図９のＩＩ－ＩＩ’に沿って切断した表示装置の断面図である。
【図１１】図１０に示した遮光膜の他の実施例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００７６】
　１００　　表示装置
　２００　　表示基板
　２１０　　ゲート駆動回路部
　２２１　　ベース基板
　２２２　　第１偶数信号印加線
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　２２３　　ゲート絶縁膜
　２２４　　第２偶数信号印加線
　２２５　　有機膜
　２２６　　ブリッジ電極
　２２８　　連結部
　２３２　　第１奇数信号印加線
　２３４　　第２奇数信号印加線
　２４０　　ショートポイント
　３００　　対向基板
　３１０　　シールライン
　３２０、３３０　　遮光膜
　３３２　　スリット
　４００　　駆動チップ
　４１０　　共通電圧パッド
　４２０、４３０　　データ信号パッド
　４４０　　ゲート信号パッド
　４４１　　第１パッド
　４４２　　第２パッド
　４４３　　第３パッド
　４４４　　第４パッド

【図１】 【図２】
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【図５】
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